
INFORMATION菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111

ご
み
の
分
別
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

個
人
住
民
税
を
納
め
る
人
（
納
税
義

務
者
）

●
市
内
に
住
所
が
あ
る
人

　

納
め
る
税
↓
均
等
割
、
所
得
割

● 

市
内
に
住
所
は
な
い
が
、
事
務
所
、

事
業
所
ま
た
は
家
屋
敷
の
あ
る
人

　

納
め
る
税
↓
均
等
割

※ 

菊
池
市
に
住
所
が
あ
る
か
、
あ
る

い
は
事
務
所
な
ど
が
あ
る
か
ど
う

か
は
、
そ
の
年
の
１
月
１
日
現
在

の
状
況
で
判
断
し
ま
す
。

住
民
税
が
課
税
さ
れ
な
い
人

● 

均
等
割
も
所
得
割
も
か
か
ら
な
い

人
• 

生
活
保
護
法
に
よ
っ
て
生
活
扶
助

を
受
け
て
い
る
人

• 

障
害
者
、
未
成
年
者
、
寡
婦
ま

た
は
寡
夫
で
前
年
の
合
計
所
得

金
額
が
１
２
５
万
円
以
下
（
給

与
所
得
者
の
年
収
に
直
す
と

２
０
４
万
４
千
円
未
満
で
あ
っ
た

人
）

※ 

年
齢
65
歳
以
上
の
人
の
う
ち
、
前

年
の
合
計
所
得
金
額
が
１
２
５
万

円
以
下
の
人
に
対
す
る
非
課
税
措

置
は
、
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
平
成
17
年
１
月
１
日
に

お
い
て
、
65
歳
に
達
し
て
い
た
人
の

個
人
住
民
税
に
つ
い
て
は
、
平
成
18

年
度
分
は
３
分
の
１
を
課
税
、
平
成

19
年
度
分
は
３
分
の
２
を
課
税
、
平

成
20
年
度
分
か
ら
は
全
額
課
税
と
な

り
ま
す
。

●
均
等
割
が
か
か
ら
な
い
人

　

前
年
の
所
得
金
額
が
28
万
円
に
本

人
、
控
除
対
象
配
偶
者
お
よ
び
扶
養

親
族
の
合
計
数
を
乗
じ
て
得
た
金
額

（
控
除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
親

族
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
金
額
に

さ
ら
に
16
万
８
千
円
を
加
算
し
た
金

額
）
以
下
の
人　

※ 

均
等
割
の
納
税
義
務
を
負
う
夫
と

生
計
を
同
一
に
す
る
妻
で
、
夫
婦

と
も
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
の

均
等
割
に
つ
い
て
は
、
平
成
18
年

度
か
ら
は
全
額
課
税
と
な
り
ま
す
。

●
所
得
割
が
か
か
ら
な
い
人

　

前
年
の
所
得
金
額
が
35
万
円
に
本

人
、
控
除
対
象
配
偶
者
お
よ
び
扶
養

親
族
の
合
計
数
を
乗
じ
て
得
た
金
額

（
控
除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
親

族
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
金
額
に

さ
ら
に
32
万
円
を
加
算
し
た
金
額
）

以
下
の
人

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
市
民
税
課

　

藤
井
先
生
の
話
を
聞
い
て
考
え
た

こ
と
は
、
話
の
内
容
も
色
々
と
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、私
は「
藤

井
輝
明
さ
ん
」
と
い
う
一
人
の
人
間

に
つ
い
て
、
思
い
を
巡
ら
せ
ま
し
た
。

　

血
管
腫
と
い
う
病
気
を
背
負
い
な

が
ら
決
し
て
負
け
ず
、
強
く
生
き
て

い
る
姿
を
見
て
素
直
に
す
ご
い
人
だ

と
思
い
ま
し
た
。
周
囲
か
ら
の
と
て

も
苦
し
い
接
し
方
に
も
強
く
立
ち
向

か
い
、
親
の
教
え
を
強
く
信
じ
る
こ

と
の
で
き
る
心
の
強
さ
に
と
て
も

あ
こ
が
れ
ま
し
た
。
も
し
、
自
分
が

同
じ
よ
う
な
立
場
に
立
た
さ
れ
た
ら
、

自
分
は
あ
ん
な
に
強
く
な
れ
る
だ
ろ

う
か
と
自
分
に
重
ね
て
考
え
て
み
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
生
活
を
ふ
り
か
え
る

と
、
自
分
自
身
が
い
じ
め
ら
れ
た
り

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、

友
達
が
学
校
に
登
校
で
き
な
く
な
る

こ
と
を
経
験
し
ま
し
た
。
そ
の
友
達

は
、
自
分
の
気
持
ち
を
相
手
に
伝
え

る
こ
と
が
な
か
な
か
で
き
な
く
て

苦
し
ん
で
い
ま
し
た
。
私
は
気
に
は

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
何
ひ
と
つ
そ

の
友
人
に
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
幸
い
、
そ
の
友
人

は
何
か
の
き
っ
か
け
で
相
談
す
る
雰

囲
気
に
恵
ま
れ
、
仲
間
と
自
分
が
少

し
ず
つ
変
わ
る
こ
と
が
で
き
、
ク
ラ

ス
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
「
励
ま
そ
う
」「
言
葉
を
か
け
よ
う
」

と
思
っ
た
の
で
す
が
、
友
人
の
気
持

ち
を
完
全
に
理
解
す
る
こ
と
は
絶
対

に
で
き
な
い
と
思
う
し
、
自
分
の

励
ま
し
が
か
え
っ
て
相
手
を
苦
し
め
、

負
担
に
感
じ
さ
せ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
と
い
う
不
安
も
あ
り
ま
し
た
。

で
も
、
今
思
う
と
、
自
分
も
何
か
一

言
励
ま
し
の
言
葉
を
か
け
て
お
く
べ

き
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
、
相
手
の
気
持
ち
を
し
っ
か

り
と
理
解
す
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う

努
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
講
演
で
一
番
心
に
残
っ
た

言
葉
は「
真
実
は
ひ
と
つ
し
か
な
い
」

と
い
う
言
葉
で
す
。
私
は
、
デ
マ
や

く
だ
ら
な
い
噂
が
大
嫌
い
で
す
。
変

な
噂
が
大
嫌
い
で
す
。
変
な
噂
は
ど

ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
く
し
、
変
わ
っ

て
い
き
ま
す
。
噂
に
関
係
の
あ
る
人

が
、
傷
つ
い
て
い
っ
た
こ
と
を
た
く

さ
ん
経
験
し
ま
し
た
。
修
復
す
る
た

め
に
は
、
た
く
さ
ん
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
時
間
が
必
要
で
す
。

　

私
は
く
だ
ら
な
い
噂
、
い
じ
め
や

差
別
が
将
来
、
全
て
無
く
な
る
こ
と

は
正
直
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
思
い

ま
す
。
で
も
少
し
ず
つ
で
も
減
っ
て

い
く
よ
う
に
、
自
分
は
努
力
し
て
い

き
た
い
で
す
。

人
権
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

自
分
の
思
い

  

菊
池
農
業
高
等
学
校　

富
永
裕
之 ⑬

個
人
住
民
税
が
変
わ
り
ま
す

　

菊
池
・
七
城
・
旭
志
地
区
の
各
家

庭
か
ら
出
さ
れ
た
可
燃
ご
み
は
、
エ

コ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
旭
で
乾
燥
固
形
化
さ

れ
た
後
、
福
岡
県
大
牟
田
市
に
あ
る

発
電
所
の
発
電
燃
料
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

エ
コ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
旭
は
、
平
成
16

年
１
月
の
運
転
開
始
か
ら
こ
れ
ま
で
、

ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
安
全
に
稼
動
し
て

い
ま
す
が
、
可
燃
ご
み
の
中
に
不
燃

ご
み（
主
に
空
き
缶
な
ど
の
金
属
類
）

が
混
入
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
が
原
因
で
、
ご
み
を
破
砕
す
る

機
械
が
停
止
し
た
り
、
機
械
の
刃
が

破
損
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
日
頃
か
ら
、
ご
み
の
分
別
に

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

エ
コ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
旭

☎
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）
７
７
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動
物
の
愛
護
お
よ
び
管
理
に
関
す

る
法
律
が
改
正
さ
れ
、
６
月
１
日
か

ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

動
物
取
扱
業
は
こ
れ
ま
で
の
届
出

制
か
ら
登
録
制
に
改
め
ら
れ
、
業
と

し
て
（
注
）
動
物
の
販
売
、
保
管
、

貸
し
出
し
、
訓
練
、
展
示
を
行
う
場

合
は
動
物
取
扱
業
の
登
録
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

※ 

対
象
と
な
る
動
物
は
、
哺
乳
類
・

鳥
類
・
爬
虫
類
（
た
だ
し
、
実
験

動
物
・
畜
産
動
物
な
ど
を
除
く
）

で
す
。

注 　
「
業
と
し
て
」
と
は
「
①
社
会

性
を
持
っ
て
②
一
定
以
上
の
頻
度

ま
た
は
取
扱
量
で
（
年
２
回
以
上

ま
た
は
２
匹
以
上
）
③
営
利
を
目

的
と
し
て
動
物
を
取
扱
う
こ
と
」

を
言
い
ま
す
。

登
録
す
る
ま
で
の
流
れ

　

登
録
申
請
（
各
保
健
所
に
）
▼
施

設
の
検
査
▼
登
録
証
交
付
▼
営
業
開

始※ 
事
業
所
・
業
種
ご
と
に
登
録

し
、
申
請
手
数
料
は
１
件
あ

た
り
１
５
、
５
０
０
円
（
同
時

申
請
の
場
合
２
件
目
以
降
は

１
１
、０
０
０
円
）
で
す
。

登
録
を
取
得
し
た
ら

　

氏
名
、
登
録
番
号
な
ど
を
記
載
し

た
標
識
の
表
示
、
広
告
の
際
に
も
氏

名
、
登
録
番
号
な
ど
の
掲
載
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
５
年
ご
と
に
登
録
の

更
新
も
必
要
で
す
。

問 

い
合
わ
せ
先　

菊
池
保
健
所
衛
生

環
境
課　
　

☎
（
25
）
４
１
５
５

税額・税率
○均等割の税額
　個人の住民税の均等割
　・県民税年額 1,500 円
　　 （水とみどりの森づくり税 500円

を含む）
　・市民税年額 3,000 円
○所得割の計算方法
　（所得金額－所得控除額）×税率
　－税額控除＝所得割額
　　　　　　　　　　　課税所得金額
　ただし、平成 18年度分の住民税に
ついては、所得割の 7.5%相当額（そ
の額が２万円を超える場合には２万
円）を控除した額が、所得割の税額と
なります。
※ 平成 19年度分以後の住民税につい
ては、この控除が廃止となります。

　「世界環境デー（６月５日）」は、国連人間環境会
議が 1972 年６月、スウェーデンのストックホル
ムで開催されたのを記念して国連が定めた日です。
　日本では、環境省の主唱により、この「世界環境
デー」を含む６月を「環境月間」として、毎年、全
国各地で環境美化活動などの様々な行事が行われ
ています。
　近年、地球温暖化対策、循環型社会の構築、生物
多様性の維持再生など、私たちが生活の中で取り組
まなくてはならない課題が多くなっています。
　大切な環境を守り育て、社会の仕組み自体を持続
可能なものへと変えていくためには、県民一人ひと
りがその重要性を認識し、自らの生活・行動を見直
していくことが必要不可欠です。
　熊本県では、毎年６月を「熊本県環境月間」と定
め、より豊かな環境づくりのためのパートナーシッ
プの取組みを呼びかけることとします。

熊本県環境月間
　６月１日（木）～６月 30日（金）
熊本県民環境美化行動の日（毎年６月第１日曜日）
　６月４日（日）
問い合わせ先　環境課

より豊かな環境づくりのために 熊本県環境月間

●市県民税第１期
※ 納税通知書は６月 12日（月）に発送予
定です。

※ 口座振替を利用している人は、６月 26
日（月）に振替を行いますので、残高の
確認をお願いします。

6月の「税」の納期限
問い合わせ先　税務課

動物取扱業者の一例
業　種 該当する業者の一例
販　売

（取次ぎまたは
代理を含む）

小売業者、卸売業者、販売目的の繁殖または輸入を行う業者、露天な
どにおける販売のための動物の飼養業者、飼養施設を持たないイン
ターネットなどによる通信販売業者

保　管 ペットホテル業者、美容業者（動物を預かる場合）、ペットのシッター

貸し出し
ペットレンタル業者、映画などのタレント・撮影モデル・繁殖用など
の動物派遣業者

訓　練 動物の訓練・調教業者、出張訓練業者

展　示
動物園、水族館、動物ふれあいテーマパーク、移動動物園、動物サー
カス、乗馬施設・アニマルセラピー業者（「ふれあい」を目的とする場
合）

※下線部・・・法改正により新たに規制対象に組み入れられることなどになった業者

動
物
の
販
売
や
保
管
な
ど

を
行
っ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　菊池市では、マイバッグ（買
い物袋）持参運動を推進して
います。
•マイバッグを持参する
•過剰包装を避ける
•詰め替え商品を選ぶ
などの行動が、ごみ減量化に
つながるように、日常の生活
や買い物と環境問題は、密接
に関係しています。
　６月は環境月間です。皆さ
んも身近なことから、環境に
やさしい生活
をしましょう。
問い合わせ先
　環境課

マイバッグを持って
買い物へ行きましょう！
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